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                    はじめに 
                                                                   
性犯罪は「暴力犯罪」であり、加害者は暴力を加えた人で、被害者は暴力の被害を
受けた人のことです。性暴力被害も、身体的暴力被害と同じ、暴力犯罪の被害なので
す。 
 
まず大事な点は、性暴力被害も暴力による被害だと認識することです。 
この重要なテーマは、被害者も被害者の周辺にいる人々も、くり返し自分に言い聞
かせなくてはなりません。被害者を援助する専門職の人々もこの問題は、常に意識し
自覚し、その軸をずらさないようにして臨床を行うことが求められます。 
 
性暴力被害問題に向き合うとき、自分自身の性に対する考えや価値観が問われま
す。プライベートでデリケートなテーマではありますが、自分の中でその価値観や意味
が重要になってき、はっきりと向き合うことが求められます。 
 
多くの人は、性に関してオープンにすることを避けようとします。もちろん、性という
ものは、非常にプライベートで、デリケートな領域であるのは事実です。しかし一方で、
性暴力の被害者は被害を受けたにもかかわらず、性に対するさまざまな偏見や誤解
のために、自分からつらい気持ちが言えない、言ってはいけないと我慢することがあ
ります。 
 
たとえ被害者が幼児でも、その状況は敏感に感じて、言ってはいけないことと理解
し口をつぐみます。ましてや発達段階がすすみ、性暴力被害のもつ偏見の意味が
徐々に分かってくると、さらに傷つき、よけいに口を閉ざす傾向にあります。 
被害者が、話さない様子を見て、忘れたとか、もう気にしていないと、判断されてし
まうことも決して珍しい現象ではありません。 
 
まずは、被害者の周囲にいる人、特に家族の偏見や誤解をぬぐい去ることから始
まります。家族が温かく受け入れたなら、子どもの傷ついた心が少しずつ解放され、
安心を取り戻していくものなのです。 
 
被害を受けた人々の中には、性にまつわる被害を暴力の被害と受け止められない、
または、被害を恥じたり悔いたりするために、人にうち明けられず、悲しみや苦しみが
外には見えない形で大きく膨（ふく）らみます。 
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もし、自分の大切に思う子ども（家族や友人）が、身体的な暴力の被害を受けた事
実を知らされたなら、その身体と心の痛みや、怒りや悲しみなどの感情に共感し、何
らかの支援を申し出るでしょう。もし、身体的暴力被害を受けた子どもが、身体の怪我
の痛みや苦痛を抑えつけて、何もなかったように明るくふるまっていれば、かえって心
配は大きくなるはずです。 
 
では、性暴力被害であればどう違うのでしょう。 
そこには、違いはありません。むしろ時には外から見えにくいだけに、子どもの心の
傷つきが見逃される危険が大きいのです。 
自分の子どもが性的被害を受けたと知ったら、家族の皆さんは混乱し、危機状態
に陥（おちい）ってしまうかもしれません。その出来事に圧倒されて、状況にどう立ち
向かったら良いのか途方にくれてしまうでしょう。 
 
このテキストは、そうした危機状態に直面した保護者や家族を援助するためのもの
です。これから、このテキストを読もうとするあなたは、子どもの傷つきからの回復に
強い関心を寄せ、子どもを支えていこうとする、とても勇気があり、信念のある援助者
（保護者）です。 
 
悲しい現実ですが、すでに起こってしまった被害事実を無かったことすることはでき
ません。子どもの心も身体も、傷ついてしまっています。しかも幼い年齢の子どもは、
自分の感じていること、つらさや不安を、言葉にして伝えることがとても難しいのです。
実際問題として、性暴力被害を受けた大人でさえ、自分に何が起きたか、何を感じた
か、今どんな気持ちでいるかを、言葉にして表現するのは、想像以上に困難な作業で
す。 
 
しかし、今のあなたは、子どもの心の回復に良い影響を与えることができる力強い
立場にいます。心の回復は、なんと言ってもそばにいる人たちの温かく親身な支援に
負うところが大きいのです。 
ですから、保護者の存在そのものが子どもにとってはうれしく、そして被害を受けた
子ども（人）の傷ついた心を身近な人が理解してくれるならば、回復のために何より大
きなプラスとなるのです。 
 
子どもが性被害にあうという出来事・・・日常の生活では予想のつかない突然の被
害体験であり、保護者でさえ防ぎようがなく、コントロールのできない出来事です。 
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そのような出来事の後には、ショックが大きく、怒りの感情・無力感・自責感・恐怖感
などさまざまな感情を体験することと思われます。そして保護者さえも、さまざまな感
情が湧き起こり、混乱してしまったり、または、何も感じられないような気持ちになるこ
ともあるでしょう。 
そのような心境の中では、「衝撃が大きく外に出られない。」「怒りがおさまらず物を
壊したり人や自分を傷付けてしまう。」「何も考えたくなくてお酒をたくさん飲んでしま
う。」など、自分をコントロールする機能が低下し、適切ではない行動として現れること
も起こりえます。 
 
しかし、あなたは子どもの状態を心配し、また今の不安な状況をどうにかしようと思
い、専門家の援助を得ようとしてここにいらっしゃいました。 
すでにこの時から、ご自身のセルフコントロール感を取り戻すための作業は始まっ
ています。ここでは、今の自分の気持ちと向き合いながら心配な点や気になっている
ことを自分のペースで話すことができます。 
 
また、ご自身の安心感や安全感を再び得るために、今後の対応をスタッフと共に学
び考える中で、ご自身の感情に気づいたり整理していくことができます。 
この作業は、子どもにとって大切な存在である保護者のあなたが、セルフコントロー
ル感を取り戻すために必要なプロセスとなるでしょう。また、ここで得られた安心感や
安全感は、子どもに伝えていくことができます。 
保護者の皆様がご自身の体調や感情を大切にし、気付いたことを言葉で表現する
姿勢は、子どものよいモデルとなるでしょう。 
 
私たち被害者の心理的ケアに携（たずさ）わる心理専門家は、子どもの保護者や
家族を支えることも心の回復にとってとても大切な作業だと心から信じて、そしてその
作業に取り組むためにいます。子どものそばにあなたがいるように、あなたのそばに
も私たちがいます。 
子どもも保護者自身も、そして私たち専門家も決して孤独ではないのだと感じるこ
とが、最初のステップです。 
皆が根気強く取り組むことで、必ず子どもは回復していきます。 
 
愛する大切な子どもの心の回復のために、勇気を出して私たちと一緒に歩み始め
ましょう！ 
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第１章  被害体験後の心と身体の反応 
 
第１章では、性暴力被害を受けた子どもが経験する、身体と感情の反応の例につ
いて説明しています。 
 
あなたは、子どもが性暴力被害にあったという事実を知ります。 
 
その時に大切なのは、子どもがトラウマ（心の傷）によってさまざまな身体と感情の
反応を表すものだと知ることで、落ち着いて対応することができます。 
被害を受けた子どものこうした反応は「正常（ノーマル）」なもので、暴力後の数日、
数週間、ときには数ヶ月にも渡って生じる場合があります。 
 
子どもがどのような体験をしているかを理解しない限り、子どもの行動が混乱して
いて不安定なので、どのように対処したら良いかわからず、困ってしまうことでしょう。 
このような反応を示してくれるのは、あなたに安心して SOS が出せるという証拠で
あり、子ども自身の健康さでもあると理解しましょう。 
こうした状態の子どもを理解し、援助するために、この章では、反応のいくつかを提
示します。 
 
その子どもによって、反応の強さや持続期間が異なることを心に留めることが大切
です。同じように大切なのは、治癒（ちゆ）のプロセスには決して「～すべきだ」「～の
はずだ」という考えがあるわけではないということです。どの子どもも自分なりの方法、
ペースで暴力のトラウマから立ち直るのです。 
ここで重要なのは、保護者である子どもに対して温かく、根気強く対応して行くこと
が大事です。 
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１． 子どもの様子 
 
 子どもは、性暴力被害を体験したあとから、心と身体にいろいろな変化が現れます。
どんな変化や反応が起きているかみてみましょう。
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２． 子どもの感情の理解 
  
ここでは、性暴力被害を受けた子どもの感情について説明します。 下記に示す感
情の例は、性暴力の被害者ほとんどが感じる感情です。 
しかし、子どもはその発達段階やその子の性格などによって、表現の仕方がいろ
いろ異なることを知っておきましょう。 
 
①怒り 
 
身体的な暴力を受けた子どもは、周囲の人間や自分を取り巻く世界に恐怖を感じ
ます。さらに、信頼感とコントロール感が奪われた経験をします。 
子どもの怒りが加害者へ向かうというのは理解しやすいでしょう。 
子どもが自分の怒りにどのように対処するかは、その子どもによって異なりますか
ら、あなたの子どもの場合はどのように対処しているのかを知る必要があります。 
 
子どもが不適切、または不健康な形で怒りを表すこともあると知っておきましょう。 
▲子どもがその怒りを人や物にぶつける 
物を投げる、けっとばす、ドアを勢いよく閉める、壁をたたく、誰か（自分より弱い
もの）をいじめる、イライラしてどなったりするなどは、よくある怒りの置き換えなので
す。 
時には怒りが、自分自身に向けられることもあり、自分を傷つける行動（頭を壁
にぶつける、自分を叩くなど）が出たりします。 
 
▲怒りの身体症状化 
怒りを表に出す代わりに、怒りを内側に向け、それが頭痛、胃のむかつき、筋肉
痛、くしゃみといった身体症状として現れる場合もあります。 
 
▲怒りの感情化 
内側に向けられた怒りが、傷つき感、悲しみ、抑うつとして表れることもありま
す。 
鬱積（うっせき）した怒りによって、子どもは緊張、イライラ、聞き分けがなくなる、
フラストレーションを抱えて「癇癪（かんしゃく）」を起こしやすい状態になるかもしれ
ません。わがままで、怒りっぽく、反抗的な態度も見られるでしょう。 
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②悲しみ 
 
子どもがいつになくおとなしく、コミュニケーションが減り、家族や友人から引きこも
っていることに気づくかもしれません。 
子どもがこのように悲しみの感情を表すことはよくありますが、何らかの喪失を経
験した後でこうした感情を抱くのは自然なのです。   
 
わかりにくいかもしれませんが、性的暴力によるトラウマから、子どもは喪失体験を
しているのです。 
出来事以前の子どもの世界は比較的安全で、秩序があり、幸せなものでした。今
その世界は、子どもにとってこれまでとは異なったものに映るのです。ある期間、子ど
もは重要な価値があり必要だったもの「安全感、コントロール感、子ども時代のはつら
つさ」などの喪失を感じます。喪失が苦痛や困難さをもたらすからといって、こうしたつ
らさがずっと続くと考えてはいけません。安全を提供し、保護者が子どもを援助すれ
ば、子どもは自分の世界観を以前のように再生できるのです。 
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③恐怖 
あなたは、保護者としてわが子の無邪気さや人を信じる気持ちをいとおしいと感じ
てきたことでしょう。しかし、被害にあうと、子供の人を信じる気持ちは、突然裏切られ、
彼・彼女は恐れの気持ちを抱くようになります。彼・彼女の他者や物事との関係は以
前とは変わってしまったのかもしれません。 
 
安心で安全だと感じる代わりに、子どもは無防備で無力、自分にはなすすべがな
いと思い、さまざまな恐れを抱くようになるかもしれません。 
たとえば、彼・彼女は加害者がまた自分をまたは家族の誰か、場合によっては自分
の飼っている可愛いペットまでを襲うのではないかと恐れるようになります。子どもが
加害者の暴力の脅威に曝（さら）された場合はなおさらです。 
一般的に子どもが抱く恐れの例としては、また被害にあうのではないか、被害を公
表した場合の周囲の反応、加害者に似た人物、法廷で自分の証言が信じてもらえな
い、今までの生活に戻ることができないなどです。 
 
恐怖感によって子どもの不安感が強まり、さまざまな反応が出てきます。 
▲神経過敏 
＊些細（ささい）な物音にビクッとする 
＊暗闇を怖がる 
▲食欲の変化 
＊かなりの体重の減少、および増加 
＊被害体験から食べられない食品が出てくる（アイスクリーム、ヨーグルト、納豆
など被害体験を連想させるもの） 
▲睡眠の問題 
＊不眠、悪夢、何度も目が覚める 
夜更かしをする子どもの中には、寝付く前にいろいろ思い出すのがイヤ、悪夢
にうなされるから眠りたくないなどの理由があったりします。 
夜遅くまでゲームやメールに没頭するのも、思い出すのを避けるための防衛
手段だったりします。 
▲身体症状 
 ＊頭痛、集中困難、落ち着きのなさと 
▲トイレの問題 
 ＊おねしょ、お漏らし、それによって服を汚してしまう 
▲赤ちゃん返り 
 ＊わがままになる、一人をいやがる、自分でできることをしようとしない 
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④罪悪感と恥ずかしさ 
 
性的暴力を受けた子どもの多くは、強い罪悪感と恥ずかしさを抱きます。 
こうした感情はどちらも不快なので、混同されやすいのですが、この二つはまったく
異なる感情です。 
 
自分が何か悪いことをしたのだと子どもは信じ、罪悪感を抱くかもしれません。また
は、暴力を防ぐことができなかった、または暴力に抵抗せず、相手の言うなりになって
しまった、触（さわ）られることを気持ちよく感じた、被害にあったことを人に話してしま
ったなどに対して罪悪感を抱くかもしれません。 
自分の大切な場所（陰部、お尻、胸、お腹などその子のプライベートな部分）を人に
さわらせた自分は、悪い人間なのだと思い、恥ずかしさを感じるかもしれません。こう
した行動はいけないことだと子どもが理解している場合、この判断基準を持ちやすい
ものです。 
 
これら罪悪感や恥ずかしさは、加害者がこの暴力の原因は「おまえのせいだ」「悪
いことをした罰だ」「君はOKといった」「嫌がらなかった」と被害者の子どもに言ったり、
暴力について誰にも言わないように「口止め」を強制されたために生じます。 
また、周囲の人が子どもの暴力経験に対して非難、ショック、不快感を表すことによ
って、強い罪悪感や恥ずかしさを子どもが感じるようになる場合もあります。罪悪感や
恥ずかしさを抱いている子どもは、引きこもりがちになり、周囲から孤立し、人に自分
の感情を伝えなくなります。 
 
☆注意 
加害者の中には、子どもに普段から信用させ仲良くなり関係を築いていて、「さわ
ってもいい？」と尋ね、子どもに「いいよ（OK だよ）」という返事を言わせる場合があり
ます。また、「この体験を誰にもしゃべってはダメだよ。２人の約束だよ」といい、ここで
も「はい」の同意を取り付けています。 
加害者は子どもに対して、大好きな人のお願いに「いいよ」と OK した自分、「イヤ」
と言わなかった自分がいると、子どもの心に焼き付けているのです。 
被害を話してくれた子どもの中には、加害者との約束を破ってしまった自分を責め
る罪悪感も持つ場合さえあるのです。 
被害は、あくまでひどく暴力的な状況の中で起きているというのは、間違った神話
です。加害者の計画は、子どもの純粋な好意や善意を悪用し、入念に仕組まれてい
る場合も少なくないのです。 
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注釈） 
本ワークブックは、43 ページで構成されていますが、ここでは、紙面
の都合により第一章のみ掲載しております。 
ワークブックの全体は、武蔵野大学心理臨床センタホームページに
からアクセスすることができます。全体をお知りになりたい方は、ホー
ムページ*でご覧ください。 
 
 
*武蔵野大学心理臨床センターホームページ（https://www.musashino-u.ac.jp/rinsho/） に
2020 年 5 月に掲載予定です。 
 
 
                                 
